令和６年度業務整理実施計画の管理職側からの説明について

日時：１１月２２日　１５時４５分～
場所：地磁気観測所　調査課２階

（最初に地磁気観測所の計画数について説明あり）
（組合）
　摘要にある削減理由については、調査研究業務の一環であり、業務の積み上げを考えてもこれで２名削減は多すぎるのではないか。

（管理職）
[bookmark: _GoBack]　標準磁気儀の導入計画の見直し、効率化を図っていくことにより2名の削減としている。ご理解いただきたい。

（組合）
　削減２名の内訳と役職をご教示いただきたい。

（管理職）
　現在の計画では、観測課技術主任１名、技術課主任研究官１名で計画している。

（組合）
　当所は現在、病休の方が職員全体の１割を占める異常事態であると考えている。また、当所は直近で令和３年度にも削減があり、観測課が１名減となっている。削減を受け入れると業務継続自体が難しくなるがどうお考えか。

（管理職）
　仮に病気休職者が4月以降も同様な場合、業務運営に影響が出る恐れがある。このため、業務運営に支障の無いように人事計画等含め配慮していく考えである。

（組合）
　当所職員への説明は実施するのか。するとすればいつ頃になるか。

（管理職）
　4月以降、効率的な業務運営のため、各火山監視・警報センター等と連携して業務を実施する計画である。業務の内容等について、現在調整中である。説明については、調整中の部分が完了した後、説明する予定であり、現時点では説明の時期等は未定である。
